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勝連城跡
周辺整備

　勝連城跡からの出土品などが展示された施設や、阿麻和利の物語
をモチーフとしたエンターテインメント性の高いイベントなどをと
おして、世界遺産勝連城跡の歴史・文化について、学び・感じるこ
とができます。

　勝連城跡の頂上から見
えるコバルトブルーの空
と海、地元の特産品を使っ
た食事やお土産、勝連城
跡を舞台としたイベント
や祭りなど、「うるまなら
では」「ここでしか体験で
きない」コンテンツを提
供し、来訪者が楽しめる
場所となります。

　世界遺産である勝連城跡を、
うるま市を代表する観光拠点
として整備・活用する必要が
あります。勝連城跡で開催さ
れるイベントや祭りなどを通
して、地域の活性化を生み出
します。また、地域住民が歴
史ガイドなどとして参加する
ことで、来訪者との交流の場
が生まれる新たな観光モデル
を創っていきます。
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楽しい施設あれこれ

常設展示室

文化財、写真、映像などを展示して、勝
連城跡について楽しみながら学ぶことが
できる空間をつくります。勝連城跡への
理解を深めるとともに、登城前のわくわ
く感を高めます。

企画展示室

常設展示では紹介できない情報、世界遺産・
勝連城跡や琉球中世史、勝連城跡に関する
写真、絵画など、好奇心をくすぐられる企
画展を開催します。

うるま市でとれた特産品を使った料理を食べたり、お土産を
買うことができます。ここにしかないものもあるかもね。
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「まだ知らない 肝高に 出会う」

勝連城跡最後の按司：阿麻和利とは？
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もも    と   ふみ あがり

　阿麻和利は、当時、悪政に苦しんでいた民衆と相談し、当時の按司（城主）・
茂知附を倒し、按司となり、活発な交易により勝連地域にかつてない繁栄をもたらします。
阿麻和利の勢力に脅威を感じた琉球国王は、重臣・護佐丸を中城城に住まわせ、阿麻和利をけ
ん制するとともに、娘の「百度踏揚」を嫁がせました。
　天下統一を目指した阿麻和利は、護佐丸を倒し、琉球王府打倒へと動き出しましたが、大城賢
雄率いる王府軍の反撃にあい滅ぼされてしまいました。
　多くの歴史書では、阿麻和利は琉球王府
に歯向かった悪者として扱われていますが、
その後の研究によって名君であったと称えら
れていたことがわかっています。
　また、王府が編纂した歌集「おもろさうし」
のなかでは、阿麻和利のことが肝高（気高い）
と表現されています。

イベント空間

地域のイベントだけでなく、県外・海外からの集客が見込ま
れる多様なイベントを開催します。

ライブシアター

阿麻和利の物語を躍動感のある演技で
伝えるパフォーマンスガイドを配置す
ることで、全国初となる臨場感あふれ
る体験型ガイダンスを行います。

勝連城跡

勝連城跡周辺整備
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ちゃーすが！！

うるまんちゅ
約５人に1人が65歳未満で亡くなって

いる！
約５人に1人が65歳未満で亡くなって

いる！

死因の５割は生活習慣病が原因！死因の５割は生活習慣病が原因！
全死亡者1,102名のうち　3

0代：17名　40代：29名　5
0代：80名（平成29年度）

１位 がん　2位 心疾患　3位
 脳血管疾患 （平成28年度）

健診（検診）を受けて、長寿のまちを目指そう！健診（検診）を受けて、長寿のまちを目指そう！
早期発見！！重症化予防！！早期発見！！重症化予防！！

お問い合わせ先：健康支援課　☎973-3209

力力

市内 63 自治会の場所や連絡
先、各自治会の行事や活動
状況などの情報はコチラ➡

自治会への加入などに関する
お問い合わせは　

お住いの自治会（公民館）まで

防災活動 防犯活動
高齢者・子育て活動

環境美化活
動

レクリエーション活動

防犯灯設置・管理
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大浦 弘子
（上平良川）

おおうら ひろこ

いけほ    ま こ

なかまつ かずみ

救命に関する色々な
ことが学べます !

仲松 和美（字江洲）

自分の地域は
自分で守らなきゃ！

池保 真子（字江洲）

自分の地域を
守るために消防団に
入りませんか？

地域における消防防災のリーダーとして、地域の安心と安全を守るのが消防団の役割です。地域における消防防災のリーダーとして、地域の安心と安全を守るのが消防団の役割です。

詳しくはwebで

詳しくはwebで

災害から地域守る!！

地域の絆で『ひと』と『まち』を守る消防団は
あなたの力を必要としています。

【問】消防本部 警防課 警防救助係 ☎975-2006 うるま市消防団　募集

検索

地域の身近な相談相手地域の身近な相談相手

【問】福祉部 福祉総務課　☎989-0203

住民からの相談対応や、高齢者・障がい者・子育て
世帯の訪問や見守りなど、住民の幸せづくりのお
手伝いをします。

募集

うるま市民生委員・児童委員　募集
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あなたの住んでいるうるま市の『今』を知る

笑顔いっぱい　輝宝保育園の園児たち

　うるま市は「市民協働によるまちづくり」をスローガンに掲げ、市民と行政がお互いに手
を取り合い、市民の皆様が「住みたい、住み続けたい、住んで良かった」と思えるまちづ
くりを目指して、様々な取り組みを進めています。
　今回は、市民の皆様にうるま市の取組みを知ってもらうため「広報うるま特別号」を発刊
しました。数ある施策の中から、「子育て」・「雇用促進・就業支援」・「うるマルシェ」・
「勝連城跡周辺整備」の４項目を掲載しています。
　うるま市の更なる飛躍を目指し、市民が夢と希望を持てるまちの実現に向け、引き続き取り組ん
でいきます。
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